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公益社団法人 大阪フィルハーモニー協会 

２ ０ ２ ５ 年 度 事 業 計 画 

(2025年 4月 1日から 2026年 3月 31日まで) 

 

１．基本方針 

 

２０２５年度、公益社団法人大阪フィルハーモニー協会は前身である関西交響

楽団創設から７８年目を迎えます。 

新年度も当協会は、大阪フィルハーモニー交響楽団の運営を中心に、交響管弦

楽その他音楽の普及振興を図るとともに、青少年層の音楽鑑賞・演奏に関する指

導を行い、永年活動を続けてきた大阪を代表するオーケストラとして、わが国の

文化芸術の振興、大阪を中心とした地域活性化に貢献することを事業の基本方針

といたします。 

また、今般一部改修しました大阪フィルハーモニー会館を、市民の音楽活動の

拠点として、貸出を通じた地域の音楽文化の普及・振興に活かすとともに、小中

学生との共演・指導に役立て、次世代育成に努めてまいります。 

これらの事業推進にあたりましては、依頼公演数、公演入場者数、各種会員

数、及び会館利用者数等の増強に取り組む一方、２０２３年末に日本芸術文化振

興会から採択されました「新たなオーケストラ支援事業」の助成金を活用し、財

政的にも安定した協会運営を目指してまいります。 

楽団運営は、８年目に入る尾高忠明音楽監督の下、定期演奏会をはじめ様々な

自主演奏会を通じて、芸術性の高い曲目を採り上げ、持ち味であるダイナミック

な演奏に加え、緻密なアンサンブル能力を兼ね備えた新たな「大フィル・サウン

ド」を磨き上げるとともに、日常の業務運営におきましては、引き続き公益社団

法人として求められる内部統治(ガバナンス)の充実強化、法令遵守の徹底、情報

の保存・管理と適正な公開、リスク管理の強化等にも努めてまいります。 

 

 

２．事業基盤の維持・拡大に向けた２０２５年度の展開 

 

引き続き、次の３本の重点課題を柱に、事業基盤の再構築と拡大を進めてまい

ります。 
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（1)自立に向けた収益基盤の再構築 

 

尾高音楽監督の就任以来、主要レパートリーのブラッシュ・アップを目的

に、毎年様々な作曲家の作品に焦点を当てたシリーズを企画し、２０２４年

度は生誕２００年を迎えたブルックナーの初期の交響曲に取り組みました

が、 

２０２５年度は尾高監督と２度目のベートーヴェン交響曲全曲演奏（チクル

ス）に挑戦し、更なる演奏力の向上を図ります。自主公演は５４公演となる

見込みで、文化庁学校巡回公演や企業等からの依頼公演は、小編成の室内楽

公演を除き、年間５６公演を見込み、合計の年間公演数は、１１０公演の計

画となっております。 

１． 自  主  公  演  ( ５４公演 ) 

公   演   名 会   場 公演数 

定期演奏会 フェスティバルホール ２０ 

東京定期演奏会 サントリーホール １ 

ベートーヴェン・チクルス ザ・シンフォニーホール ５ 

マチネ・シンフォニー Vol.33・34 ザ・シンフォニーホール     ２ 

ソワレ・シンフォニー Vol.25・26 ザ・シンフォニーホール     ２ 

住友生命いずみホール特別演奏会 住友生命いずみホール １ 

親子のためのオーケストラ体験教室 大阪フィルハーモニー会館     ４ 

神戸特別演奏会 神戸国際会館こくさいホール １ 

ドラゴンクエスト・コンサート びわ湖ホール １ 

３大交響曲の夕べ フェスティバルホール     １ 

京都特別演奏会 京都コンサートホール     １ 

第９シンフォニーの夕べ フェスティバルホール ２ 

新春名曲コンサート フェスティバルホール     １ 

2025年大阪･関西万博開催記念公演 ザ・シンフォニーホール ２ 

新たなオーケストラ支援事業 和歌山、彦根、姫路 他 １０ 

２． 依  頼  公  演  ( ５６公演 ) 

 

定期演奏会は演奏技術と音楽性に磨きをかけ、コアなクラシックファンを

はじめ、幅広い音楽ファンに対して弊楽団の実力をアピールするシリーズと

なっています。２０２５年度も古典から近現代まで幅広い作品に挑戦し、尾

高監督の下、世界レベルのオーケストラを目指して、伝統の「大フィル・サ

ウンド」を更に進化／深化させていきたいと考えております。 
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共演アーティストも、ウラディーミル・フェドセーエフ、シャルル・デュ

トワといった世界的指揮者を再招聘する一方、昨年、楽団初のアーティス

ト・イン・レジデンスとして契約した、ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団の

首席クラリネット奏者 ダニエル・オッテンザマー氏とのパートナー・シップを継続し、

世界最高峰のオーケストラ・メンバーと交流を深めることで、音楽的な視野を世界に

広げていきます。 

また東京定期演奏会では、尾高監督が最も得意とするエルガーの作品か

ら、交響曲 第３番（ペインによる補筆完成版）を取り上げ、その真価をしっ

かりアピールしてまいります。 

 

「名曲シリーズ」の一環として開催しております「マチネ・シンフォニ

ー」や「ソワレ・シンフォニー」では、小井戸 文哉（ピアノ）、ティボー・

ガルシア（ギター）、横坂 源（チェロ）といった魅力的なアーティストを起

用し、「３大交響曲の夕べ」「新春名曲コンサート」では、初めてオーケスト

ラを生で聴く方が「知っている曲なので聴きに来た。やっぱり生の演奏は迫

力が違う」と興味を持ってもらいやすい作品を提供することで、幅広い観客

層にオーケストラの素晴らしさをお届けできると考えております。尚、２０

１７年度から取り組んでおりますゲーム音楽シリーズ「ドラゴンクエスト・

コンサート」につきましても、ゴールデンウイークにびわ湖ホールで開催

し、クラシックファンのみならず、新しいファン層開拓に繋がるコンサート

にしてまいりたいと考えております。「新たなオーケストラ支援事業」の一環

として、これまで本格的なオーケストラ鑑賞機会の少なかった地域での演奏

会を和歌山、彦根、姫路等で取組んでまいります。 

以上の通り自主演奏会をより充実させることによってファン層の拡大を図

るとともに、期中においても依頼公演の受注に努力し収益基盤の再構築を図

ってまいります。 

 

会費収入の増収に向けては、引き続き、パトロネージュ推進室のアドバイ

ザーならびにアンバサダーに効果的に活動いただいている他、法人会員につ

いてはチケット購入等、集客面で様々なご協力を頂きながら、新規の会員獲

得活動を続けてまいります。また、寄付金につきましては、２０２７年に迎

える楽団創立８０周年に向け、演奏会や会報での寄付金募集チラシの折り込

み等を通じて、ご支援の輪を広げてまいりたいと考えております。 
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（2）オーケストラの体制整備 

 

２０２８年３月まで契約期間を延長した３代目音楽監督の尾高忠明マエス

トロには引き続き公演の企画や演奏面に関する指導・助言の役割を委嘱し、

大阪フィルの演奏活動全般を総括していただいております。 

楽団員の体制については、２０２５年３月１日現在６７名（内、特別契約

奏者のコンサートマスター２名、首席ヴィオラ奏者１名、首席チェロ奏者１

名を含む）のところ、引き続きオーディションによりトップレベルの優秀な

人材の確保に努めてまいります。 

コンサートマスターにつきましては、ソロ・コンサートマスターの崔文洙

氏と、コンサートマスターの須山暢大氏の２名と契約を継続いたします。 

 

（3)大阪の都市魅力の向上に資する社会貢献活動の推進 

 

過去１９回の開催により、大阪の秋の風物詩として、また５万人規模の音楽

の祭典として定着してきた「大阪クラシック」は、新型コロナ禍からようやく

脱却し、昨年度から無料公演を中心とした従来のスタイルに戻りました。 

大阪の都市魅力戦略の重点エリアでもある「御堂筋」「中之島」の活性化に

資するものでもあり、２０２５年度も９月に、在阪オーケストラ・吹奏楽団等

と共同で多くの方々に音楽を楽しんでいただける催しとなるよう、実行委員会

において協議・調整を行ってまいる所存です。 

 

また、次世代層に対するクラシック音楽普及の観点では、定期演奏会におい

てフェスティバルホールの３階席を学生席として、２５歳以下の学生向けに

１,０００円という極めて安価な提供を継続しております。また、「学生定期会

員」制度により、学生の皆さまには定期演奏会以外の自主公演でも割引制度等

が利用していただけるようにしております。 

さらに、社会貢献活動の一環として、海外から大阪府内へ留学されている外

国人留学生や様々な施設の皆さまを定期演奏会に無料でご招待する活動も行っ

ており、２０２５年度についても継続実施してまいります。 

 

３．大阪フィルハーモニー会館の運営 

 

竣工後３４年を迎える弊協会保有の大阪フィルハーモニー会館メインホール
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(６００㎡)を「新たなオーケストラ支援事業」助成金の活用により大規模修繕

し、３階の市民スタジオ(９０㎡１室、４０㎡２室)と併せて、今年度は更に市民

の音楽活動や文化活動の拠点として貸与する事業を積極的に行い、地域の音楽普

及・文化振興に貢献してまいります。 

 

４．２０２５年度に取り組むべきその他の重要課題 

 

上記の他、外部との連携による事業拡大の重要性が高まっており、次のような

項目を重要課題として取り組んでまいります。 

 

（1)外部企業・団体との連携による公演来場者の増加とファンづくり 

これまでも会員企業の福利厚生部門を通じて社内サイト等に社員向け公演情

報の掲載を依頼し、来場者の増加を推進してまいりましたが、引き続き２０２

５年度も、提携対象法人の更なる拡大、内容の充実を図り新たなファンづくり

に取り組む計画です。 

また、企業のＣＳＲ活動やＳＤＧｓへの参画を通じて、社会貢献並びに来場

者確保も積極的に進めてまいります。 

 

（2)「２０２５大阪・関西万博」への取り組み 

 長年大阪で演奏活動を続けて来たオーケストラ（芸術団体）として、地元大

阪で開催される「２０２５大阪・関西万博」の成功に向けて、他の在阪オーケ

ストラ（４オケ）と協力し「広報・プロモーション」活動を継続する他、開会

式での合同演奏や、万博協会後援による「第九」公演の開催を企画しておりま

す。 

以上 






